
2019 年 6 月 6 日       原水協通信（大阪版） 第９０４号付録 

 

非
核
・
平
和
の
東
ア
ジ
ア
の
た
め
の
日
韓
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

非
核
・
平
和
の
東
ア
ジ
ア
に
向
け
て
ー
韓
国
・
日
本
市
民
社
会
の
役
割 

ヒバクシャ国際署名 

５２万 ６２８５  筆（５月３１日現在） 

核兵器禁止条約調印国＆批准国 

70 ヵ国、23 ヵ国（２０１９年４/１１現在） 

４月１１日、新たにパナマが２３カ国目の国 

として批准書を国連事務総長に寄託 
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五
月
二
十
九
日
か
ら
六

月
二
日
ま
で
韓
国
ソ

ウ
ル
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
非
核
・
平
和

の
朝
鮮
半
島
・
東

ア
ジ
ア
の
実
現
の

た
め
、
日
韓
の
市

民
社
会
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、運
動
、

国
民
レ
ベ
ル
で

の
交
流
・
連

帯
・
協
同
を
強

め
る
こ
と
、
被

爆
者
と
と
も
に
、

「
核
兵
器
は
使

用
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
」
「
人
類
と

共
存
で
き
な
い
」

の
声
を
北
東
ア
ジ

ア
で
広
げ
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
を
推

進
す
る
、
同
時
に
、
日

本
と
韓
国
の
被
爆
者
へ
の
援
護
・

連
帯
を
強
め
る
こ
と
を
な
ど
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
続
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
韓
国
レ
ポ
ー
ト
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

日
韓
の
被
爆
者
や
、ア
メ
リ
カ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
和
運
動
の
代
表

者
が
参
加
し
、
延
べ
３
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
共
同
代
表

の
小
田
川
全
労
連
議
長
、
日
本
原

水
協
安
井
事
務
局
長
、
日
本
被
団

協
藤
森
事
務
局
次
長
、
新
日
本
婦

人
の
会
笠
井
会
長
、
政
党
か
ら
は

日
本
共
産
党
宮
本
徹
衆
議
院
議
員

な
ど
７
２
人
が
参
加
し
、
非
核
・

平
和
の
た
め
の
運
動
方
針
や
活
動

の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
交
流

を
図
り
ま
し
た
。 

日
本
、韓
国
か
ら
遺
棄
さ
れ
た
韓
国

被
爆
者 

 

広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落

と
さ
れ
、
広
島
に
は
７
万
人
、
長

崎
に
は
３
万
人
の
韓
国
人
が
日
本

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の

５
万
人
が
原
爆
で
犠
牲
と
な
り
、

残
り
５
万
人
が
生
存
し
ま
し
た
が
、

「
原
爆
症
」
と
差
別
に
苦
し
み
続

け
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
韓
国
人

の
国
籍
は
日
本
で
し
た
。
治
療
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
「
お
前
ら
朝

鮮
人
だ
ろ
う
」、「
お
前
ら
は
あ
と

で
来
い
」
な
ど
と
差
別
を
受
け
、

原
爆
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
長
い

間
隠
し
、
絶
望
と
飢
え
の
中
で
苦

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
韓
国
政
府
さ

え
被
爆
者
の
存
在
を
認
め
よ
う
と

し
な
か
っ
た
こ
と
も
被
爆
者
に
と

っ
て
最
悪
の
で
き
ご
と
で
し
た
。 

 

韓
国
や
日
本
被
爆
者
を
救
っ
た

の
は
１
９
５
４
年
３
月
ビ
キ
ニ
水

爆
実
験
を
契
機
に「
自
ら
を
救
い
、

私
た
ち
の
体
験
を
通
じ
て
人
類
の

危
機
を
救
お
う
」
と
立
ち
上
が
っ

た
日
本
被
団
協
の
運
動
や
市
民
運

動
、
労
働
運
動
の
国
民
の
力
が
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 韓

国
被
爆
者
は
２
０
２
０
年
、

被
爆
７
５
年
の
年
に
世
界
の
被
爆

者
を
集
め
核
兵
器
廃
絶
、
平
和
な

地
球
村
を
つ
く
ろ
う
と
集
会
を
予

定
し
て
い
る
と
、
韓
国
原
爆
被
害

者
協
会
の
会
長
の
発
言
は
参
加
者

を
励
ま
し
ま
し
た
。 

核
兵
器
の
非
人
道
的
な
兵
器
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
戦
後
、
国

連
の
第
１
号
決
議
で
「
原
子
兵
器

及
び
他
の
す
べ
て
の
大
量
破
壊
兵

器
を
各
国
の
軍
備
か
ら
除
去
す

る
」
こ
と
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

雄
弁
に
物
語
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 
６
月
１
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

者
は
、
イ
ム
ジ
ン
川
を
挟
ん
で
非

武
装
地
域
が
広
が
る
３
８
度
線
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
行
く
ま
で
の
道
路
は
広
く
、

戦
火
が
起
れ
ば
飛
行
場
に
な
る
こ

と
や
、
外
国
人
が
非
武
装
地
帯
に

入
る
と
き
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必

要
で
、
兵
士
が
立
ち
入
り
検
査
で

バ
ス
に
入
り
込
ん
で
く
る
な
ど
、

戦
争
は
休
止
状
態
で
し
か
な
い
こ

と
、
徴
兵
制
が
存

在
し
て
い
る
こ
と

を
気
付
か
せ
て
く

れ
る
光
景
で
し
た
。 

 

３
８
度
線
の
展

望
台
は
、
軍
事
施

設
で
戦
火
に
い
つ
で

も
対
応
す
る
側
面
と
、
北
朝
鮮
を

見
学
し
よ
う
と
す
る
見
学
者
が
多

い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
イ

ム
ジ
ン
川
は
１
０
０
～
２
０
０
ｍ

程
の
川
幅
で
、
周
り
に
は
有
刺
鉄

線
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
南
北
の
離
散
家
族
や
南
北
統

一
の
運
動
を
進
め
て
い
る
団
体
に

と
っ
て
は
近
く
て
遠
い
場
所
と
な

っ
て
い
る
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。
板

門
店
は
山
の
陰
で
見
え
な
か
っ
た

も
の
の
、
ソ
ウ
ル
か
ら
車
で
１
時

間
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
は
２
時
間

で
来
れ
る
近
さ
で
す
。
南
北
政
府

や
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
、
ロ

シ
ア
な
ど
政
府
を
巻
き
込
ん
だ
思

惑
の
違
い
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
は
時
間
が
か
か
る
よ
う
で

す
が
、歴
史
的
に
見
れ
ば
、

平
和
へ
の
道
筋
、
非
核
化

の
動
き
は
確
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。 

 

日
韓
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

①
２
０
１
８
年
か
ら
始
ま

っ
た
朝
鮮
半
島
の
恒
久
的

平
和
体
制
と
非
核
化
の
動

き
は
歴
史
的
で
き
ご
と
で

あ
り
、
東
北
ア
ジ
ア
の
対

立
構
図
を
解
体
し
、
核
兵

器
禁
止
、
核
の
な
い
世
界

に
む
け
て
、
日
韓
市
民
レ

ベ
ル
の
役
割
は
大
き
い
こ

と
を
確
認
し
、 

②
世
界
は
２
０
１
７
年
、

国
連
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史
的
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
す
。
日

韓
被
爆
者
と
と
も
に
、
世
界
の
市

民
、
反
核
平
和
運
動
の
成
果
で
あ

り
、「
条
約
」の
発
効
と
核
兵
器
廃

絶
へ
と
前
進
す
る
た
め
に
力
を
尽

く
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

③
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
成
立

へ
大
き
く
貢
献
し
た
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
」
を
飛
躍
さ
せ
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
、
南
北
、
日
本

政
府
へ
の
「
条
約
」
の
署
名
、
批

准
へ
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 
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ノ
ー
モ
ア
・
ヒ 

 

バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴 

訟
の
５
月
２
３
日 

大
阪
地
裁
判
決
は
、 

２
名
の
原
告
の
う 

ち
慢
性
腎
不
全
の 

疾
病
を
持
つ
１
名 

に
対
し
原
爆
症
認 

定
却
下
処
分
を
取 

り
消
す
勝
利
判
決 

と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
判
決
は
、 

 

国
の
「
新
し
い
審 

査
の
方
針
」
が
定 

め
た
原
爆
症
認
定 

基
準
が
誤
り
で
あ 

る
こ
と
を
再
度
、 

明
確
に
示
し
た
も 

の
で
す
。
他
方
、 

慢
性
肝
炎
の
も
う

１
人
の
原
告
に
つ
い

て
は
、
『
特
定
遺
伝
子
を
持
た
な

い
』
と
し
て
放
射
線
起
因
性
を
否

定
す
る
不
当
判
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

高
齢
に
な
っ
た
被
爆
者
が
原
爆

症
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
裁
判

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
異
常
な
事
態
が
、
今
な
お
続

い
て
い
る
の
で
す
。
政
府
は
、
こ

の
事
態
の
解
決
に
向
け
、
被
爆
者 

 

が
「
裁
判
を
す
る
必
要
が
な
い
」

よ
う
に
被
爆
者
援
護
法
と
原
爆
症

認
定
基
準
を
抜
本
的
に
改
め
、
全

原
告
を
救
済
す
べ
き
で
す
。
被
爆

者
に
残
さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
る

た
め
に
も
、
今
後
も
裁
判
傍
聴
を

含
め
支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

平
和
大
行
進
、世
界
大
会
へ 

ダ
ッ
シ
ュ 

 

２
０
１
９
年
国
民
平
和
大
行
進
、

世
界
大
会
成
功
へ
の
意
思
統
一
を

図
る
た
め
に
５
月
２
５
日
、
大
阪

原
水
協
は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
め
ざ
す
つ
ど
い
ー
団
体
・
地
域

代
表
者
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

冨
田
宏
冶
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

宣
言
起
草
委
員
長
・
関
西
学
院
大

学
教
授
（
下
の
写
真
）
が
、
冒
頭

に
核
兵
器
を
め
ぐ
る
最
近
の
内
外

情
勢
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
屈
指
し
て
講
演
。
「
核
抑
止
力

論
」
や
「
北
朝
鮮
脅
威
論
」
の
危

険
性
と
欺
瞞
を
告
発
、
併
せ
て
核

兵
器
禁
止
条
約
成
立
後
の
動
き
に

も
触
れ
、
核
兵
器
禁
止
が
世
界
の

大
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
力
説

さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
原
水
協
続
事
務
局
長
か
ら

は
、
今
年
の
平
和
大
行
進
、
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
の
内
容
が
、
要

綱
に
基
づ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
禁
止
条
約
の
「
署
名
付

き
平
和
行
進
チ
ラ
シ
」
も
配
布
さ

れ
、
無
料
で
の
活
用
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。西
淀
川
原
水
協
は
、

「
既
に
３
０
名
規
模
で
長
崎
へ
派

遣
す
る
た
め
飛
行
機
も
ホ
テ
ル
も

確
保
し
た
」
旨
の
発
言
も
あ
り
、

事
務
局
長
が
提
案
し
た
「
ピ
ー

ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」（
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署

名
一
人
１
０

０
筆
以
上
へ

の
挑
戦
者
）

に
は
、
会
場

で
５
名
の
応

募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の

夏
に
向
け
て

ピ
ー
ス
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
へ
の
積
極
的
な
応
募

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                                 

             

【
嬉
し
い
便
り
】 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜 

版
に
織
り
込
ん
だ
署 

名
用
紙
付
平
和
行
進 

チ
ラ
シ
が
大
阪
原
水 

協
事
務
所
に
届
き
ま 

し
た
。
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。（
謝
） 

                        

                                             

                              
 

 

【訃報】大阪原水協元顧問小林栄一死去 

5 月 30 日、小林栄一氏（93 歳）がお亡くなりになりました。小林

先生は長崎医大附属医専在学中の昭和 20 年 8 月 9 日、大学病院内

で被爆。奇跡的に助かり、永井隆先生らの下で被爆者救援活動に従

事。敗戦後、東大附属医専に転校、医師となり、当初はご両親のい

る長崎で病院勤務後、1960 年安保闘争最中に民医連の此花診療所

に勤務。64 年の第 10 回原水爆禁止世界大会が大阪で開催され成功

したのを機に再開した大阪原水協の被爆者救援委員会のもとで被

爆者医療相談会を開始、被爆者医療活動と原水協活動の両者を結合

した運動をされました。さらに 1976 年日本原水協国連要請団の活

動に参加、国連で初めて事務総長と面談、現在の原水協の国際活動

のスタートにも参加。1982 年の SSDⅡには米国入国を拒否される

などの苦難を味わいながらも 2006 年５ 
月 12 日の大阪地裁の「原爆症認定請 
求訴訟」で画期的な全員勝利判決を勝 
ち取る闘いにも先頭になってこられま 
した。2008 年ご高齢を理由に大阪原 
水協顧問に就任されて第一線を離れら 
れましたが、現在もつづくヒバクシャ 
訴訟を気にかけ取られました。長年の 
被爆者医療活動と原水爆禁止運動、国 
際活動に力を尽くしていただいたこと 
に感謝を申し上げるとともご冥福をお 
祈りします。（大阪原水協役員一同） 

ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟

全面勝利をめざすつどい 

6 月 15 日（土）午後 2 時～4 時半

大商連会館３F ホール（「玉造」下車）

記念講演「久米弘子弁護士」 

特別報告「被爆者、森容香さん」 

文化行事～愛と平和のうたごえ～

原告団紹介・激励など 

当面の予定 
■6 月 13 日（木）10:30 第 5 回理事会 
■ 同 日    12:30 府内通し行進者結団式 
■6 月 14 日（金）18:00 寝屋川原水協総会 
■6 月 15 日（土）10:00 いずみ市民生協労使合同学習会

■6 月 15 日（土）9:30 国民平和行進「島本コース」 
■6 月 17 日（月）19:00 大阪労山学習会 
■6 月 22 日（土）9:30 国民平和行進「熊取コース」 
■6 月 26 日（水）10:00 第 6 回常任委員会 
■6 月 30 日（日）11:45 国民平和行進幹線コース 
 奈良から引き継ぎ集会（柏原市役所・大和川河川敷）

再び原爆症認定基準の誤りを糺す 
 ・・・ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟 5/２３大阪地裁・・・ 

メルカトール図法では日本列島の上空を飛ぶ？
正距方位図（航空図）ICBM の飛行図 
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ニュース報道のチェックポイント（見方） 

2017 年 8 月 29 日の北朝鮮ミサイル発射でＪアラートが１２道県に発令されま

した。韓国軍合同参謀本部によれば、最大高度は約５５０キロとの外国情報

の伝達。高度５５０キロとは宇宙空間です。大気圏外（宇宙）とは高度 100 キ

ロです。国際宇宙ステーションは高度 400 キロにあります。米国へのミサイル攻

撃の弾道はメルカトール図法ではありません。 


